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Ｑ▶子どもの頃の思い出
Ａ▶  野球をやっていたため、いつも野球のことを考えてい
ました。また、高校の時には、野球部が甲子園に出
場したことが一番の思い出です。

Ｑ▶教員を目指したきっかけ
Ａ▶ いつも明るく、元気で、面白かった小学生の時の恩
師のようになりたいと思ったのがきっかけです。

Ｑ▶児童たちの魅力
Ａ▶ 芝山っ子はとても素直で、元気いっぱいな子どもたち
だなと感じました。また、何事にも一生懸命取り組ん
でいて感心しています。

Ｑ▶挑戦してみたいこと
Ａ▶ 「ツーデーマーチ」に参加し、芝山町について学びた
いです。

☆
 ☆ いつも笑顔でやさしい先生！
 ☆ 昔は野球でピッチャーをやっていた
みたい。

 ☆ おじいちゃんからもらったグローブが
宝物だって言っていたよ。
 ☆ まだ独身らしいです。
 ☆ 合唱の時間、大きな声で歌を歌って
います。

　吉田謙介先生は、この4月に新規採用教員として
芝山小学校に着任されました。3年2組の担任とし
て、元気ハツラツ！頑張ってくれています。学生時代
は野球に打ち込み、聞けば「全国高校野球選手権」
甲子園に出場…ではなく参加したとのこと！スポーツ
マンらしく、さわやかで礼儀正しい青年です。6月に、
体育科「マット運動」の授業研究会が行われ、講師や
他校の先生方から「立派な授業だ」「新卒とは思えな
い」などのお褒めの言葉をたくさんいただきました。
でも、本当は3年2組の子どもたちがすごく頑張って
くれたおかげなのですが…。もちろん吉田先生のため
に、頑張ったのですね！そんな吉田先生は、すでに芝
山小になくてはならない貴重な存在です。

教頭先生 EYE

「全力！」
　何事にも手を抜かず、自分の持っている力を出し
切ろうと日々過ごしているからです。

芝山小学校＜３年２組担任＞  吉
よし

田
だ

　謙
けんすけ

介先生

好きな言葉

135

７月３日　社会を明るくする運動出発式

　保護司会や更生保護女性

会、交通安全協会の皆さんが

集まって「社会を明るくする

運動」の出発式が行われたよ。

ぼくも、犯罪や非行のない明

るい社会を作るために協力す

るッコ！みんなも、自分に何

ができるのか考えてみてね。
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は
に
わ
祭
第
6
回

俳
句
大
会
作
品
募
集

■
大
会
日
時
　
11
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜

■ 

大
会
場
所
　
町
立
芝
山
古
墳
・

は
に
わ
博
物
館

■ 

募
集
作
品
　
雑
詠
（
未
発
表
作

品
）
2
句
1
組

■ 

投
句
方
法
　
は
が
き
に
俳
句
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
大
会
参
加
予
定
の

有
無
を
記
入
の
上
、
左
記
へ
投

函
し
て
く
だ
さ
い
（
1
人
1
枚

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。

■ 

投
句
先

　
〒
２
８
９
│
１
６
０
１

　
芝
山
町
香
山
新
田
30
│
４

　
水
無
月
句
会
事
務
局

　
萩
原
　
敏
子

■
締
切
り
　
9
月
15
日
㈮
必
着

■ 

表
彰
　
入
賞
者
の
句
は
会
場
に

展
示
す
る
ほ
か
、
広
報
し
ば
や

ま
で
紹
介
し
ま
す
（
入
賞
者
に

は
主
催
者
よ
り
別
途
通
知
し
ま

す
）
。

※ 

午
後
1
時
か
ら
同
所
に
て
句
会

を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館 

☎
77
‐
０
０
６
６

問

２
つ
の
「
ソ
バ
タ
カ
」
神
社

　
下
吹
入
地
区
の
小
高
い
丘
の
上
に

あ
る
隣
高
神
社
。
変
わ
っ
た
名
前
の

神
社
で
す
が
、
隣
の
上
吹
入
地
区
に

は
相そ

ま馬
高た

か
神
社
と
い
う
似
た
名
前
の

神
社
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
神
社
は
、
香
取
市
に

あ
る
側そ

ば
た
か高
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
側
高
神
社
は
香
取

神
宮
第
一
の
摂
社
と
い
わ
れ
る
格
式

の
高
い
神
社
で
、
千
葉
県
北
部
に
は

側
鷹
・
脇
鷹
・
素
羽
鷹
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
字
の
「
ソ
バ
タ
カ
」
神
社
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
隣
高
神
社
と
相
馬

高
神
社
も
同
じ
よ
う
に
字
が
変
化
し

た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
の
和
を
育
て
る

　
そ
れ
で
は
、
大
祭
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
大
祭
は
年
に
3
回

あ
り
、
1
月
11
日
、
6
月
15
日
、
11

月
11
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

取
り
上
げ
る
の
は
6
月
15
日
の
大
祭

で
す
。

　
当
日
は
午
前
8
時
頃
に
、
総
代
の

家
へ
集
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
行
う
の

は
し
め
縄
の
準
備
。
作
る
し
め
縄
は

鳥
居
、
拝
殿
、
神
木
用
の
3

本
で
す
。
し
め
縄
は
若
い
と

き
に
作
り
方
を
教
わ
る
の

で
、
体
に
染
み
付
い
て
い

る
そ
う
。
川
口
喜
市
さ
ん

は
「
30
年
ぶ
り
の
し
め
縄
づ

く
り
だ
か
ら
作
り
方
を
忘

れ
ち
ゃ
っ
た
よ
」
と
言
い
つ

つ
、
自
然
と
手
を
動
か
し
な

が
ら
し
め
縄
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
め
縄
の
準
備
と
宮
司
の
支
度
が

終
わ
る
と
、
総
代
の
家
か
ら
神
社
へ

移
動
し
ま
す
。
神
社
に
着
く
と
し
め

縄
を
取
り
付
け
ま
す
。
神
木
に
し
め

縄
を
張
る
の
は
、
以
前
そ
の
場
所
で

ど
ぶ
ろ
く
を
作
っ
て
い
た
名
残
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
神
事
を
行

い
、終
わ
る
と
拝
殿
で
直
会
と
な
り
、

皆
が
車
座
に
な
っ
て
和
や
か
に
会
話

が
弾
み
ま
す
。

　
今
回
で
2
度
目
の
当
番
を
務
め
た

鈴
木
春
雄
さ
ん
は
「
当
番
は
気
を
遣

う
の
で
、
無
事
に
終
わ
り
ホ
ッ
と
し

て
い
ま
す
。
お
祭
り
を
通
し
て
地
区

の
親
睦
が
深
ま
る
の
は
良
い
こ
と
で

す
ね
。
こ
の
地
区
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

皆で拝殿のしめ縄を取り付ける

熟練の手つきでしめ縄づくり

そ
の
六
．
隣そ
ば
た
か高

神
社
大
祭

芝
山
の祭
り
祭
り

　
芝
山
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
を
不
定
期
で
ご
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
年
第
一
弾
は
、
下
吹
入
地
区
の
隣
高

神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


